
厚生労働科学研究費補助金（医療技術実用化総合研究事業） 
分担研究報告書 

 

- 103 - 
 

 

胎児治療のホームページに関する研究 
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研究要旨  

 胎児治療についてのホームページを作成し、現在臨床応用されている胎児疾患、臨床試験

が行われている胎児疾患、今後臨床応用が期待できる胎児疾患について、医療関係者および

一般患者に適切な情報提供を行った。それによって胎児治療の適応症例を効率的に集約・紹

介していただくネットワークを作る。さらに、それらを通じて胎児治療法の有効性・安全性

のエビデンスを確立する。 
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Ａ．研究目的 

胎児治療についてのホームページの作

成を通して、医療関係者および一般患者

に対して、胎児疾患についての適切な情

報提供を行う。それによって、症例を集

約するネットワークを確立する。 

 

Ｂ．研究方法 

既存の日本胎児治療グループのホーム

ページ（http://fetusjapan.jp/）を基盤

として、医療関係者および一般患者に対

して分かりやすい内容にするように改訂

を加える。 

 

Ｃ．研究結果 

日本胎児治療グループのホームページ

（http://fetusjapan.jp/）を改訂した。

改訂のポイントとしては、疾患毎の記述

内容を見直し、Q&A 方式で統一すること

で、医療関係者のみならず、患者・家族

にも理解しやすい内容とした。具体的に

は、現在臨床応用されている疾患として

は、双胎間輸血症候群、胎児胸水、無心

体双胎、胎児貧血を記載した。また、今

後臨床応用が期待できる胎児疾患として、

先天性嚢胞状腺腫様形成異常、下部尿路

閉塞、先天性心疾患、脊髄髄膜瘤、先天

性横隔膜ヘルニアを記載した。また、現

在行われている臨床試験「胎児頻脈性不

整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に

関する臨床試験」について記載した。「重

症胎児発育不全を伴う一絨毛膜双胎に対

する胎児鏡下レーザー治療の有用性に関



 

する臨床試験」

ニアに対する胎児鏡下気管閉塞術の臨床

試験」

整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に

関する臨床試験」

った。

 

Ｄ．考察

医療関係者のみならず、患者・家族に

も理解しやすい胎児治療に関するホーム

ページを作成することができた。

 

 

 

日本胎児治療グループのホームページ（

 

 

 

 

 

する臨床試験」、「胎児先天性横隔膜ヘル

ニアに対する胎児鏡下気管閉塞術の臨床

試験」も記載した。

整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に

関する臨床試験」

った。 

Ｄ．考察 

医療関係者のみならず、患者・家族に

も理解しやすい胎児治療に関するホーム

ページを作成することができた。

日本胎児治療グループのホームページ（

、「胎児先天性横隔膜ヘル

ニアに対する胎児鏡下気管閉塞術の臨床

た。特に「胎児頻脈性不

整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に

関する臨床試験」に関しては充実をはか

医療関係者のみならず、患者・家族に

も理解しやすい胎児治療に関するホーム

ページを作成することができた。

日本胎児治療グループのホームページ（

、「胎児先天性横隔膜ヘル

ニアに対する胎児鏡下気管閉塞術の臨床

「胎児頻脈性不

整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に

に関しては充実をはか

医療関係者のみならず、患者・家族に

も理解しやすい胎児治療に関するホーム

ページを作成することができた。胎児治

日本胎児治療グループのホームページ（
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、「胎児先天性横隔膜ヘル

ニアに対する胎児鏡下気管閉塞術の臨床

「胎児頻脈性不

整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に

に関しては充実をはか

医療関係者のみならず、患者・家族に

も理解しやすい胎児治療に関するホーム

胎児治

療に関する理解を深め、臨床試験を推進

するのに役立つと考えられる。

Ｅ．結論

を適切な時期に、適切な施設へと集約す

る

今後さらに英訳ホームページを作成する

ことで、国内だけではなく国外へも情報

を発信していく予定である。

日本胎児治療グループのホームページ（http://fetusjapan.jp/

療に関する理解を深め、臨床試験を推進

するのに役立つと考えられる。

 

Ｅ．結論 

ホームページの作成は、

を適切な時期に、適切な施設へと集約す

る為に有効な

今後さらに英訳ホームページを作成する

ことで、国内だけではなく国外へも情報

を発信していく予定である。

 

http://fetusjapan.jp/

療に関する理解を深め、臨床試験を推進

するのに役立つと考えられる。

ホームページの作成は、

を適切な時期に、適切な施設へと集約す

な手段であると考えられる。

今後さらに英訳ホームページを作成する

ことで、国内だけではなく国外へも情報

を発信していく予定である。

http://fetusjapan.jp/） 

療に関する理解を深め、臨床試験を推進

するのに役立つと考えられる。 

ホームページの作成は、胎児治療症例

を適切な時期に、適切な施設へと集約す

手段であると考えられる。

今後さらに英訳ホームページを作成する

ことで、国内だけではなく国外へも情報

を発信していく予定である。 

療に関する理解を深め、臨床試験を推進

胎児治療症例

を適切な時期に、適切な施設へと集約す

手段であると考えられる。

今後さらに英訳ホームページを作成する

ことで、国内だけではなく国外へも情報

 



 

英訳ホーム

疾患と治療法のページ

英訳ホームページ

疾患と治療法のページ

ページ 

疾患と治療法のページ 
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臨床試験のページ

 

 

 

臨床試験のページ臨床試験のページ 
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Ｆ．健康危険情報 

なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況  

（予定を含む。） 

1. 特許取得 

2. 実用新案登録 

3. その他 

 

 


